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地域包括ケアシステムにおけるコミュニティレストランの可能性



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































prises build a better world」
北 星 論 集（社） 第５０号
― 158 ―
国連国際協同組合年（International Year of
Cooperatives=IYC）＜２０１２年協同組合型事
業の推進による社会改革＞
５）共同住宅とのリンク（社会貢献型の組み込
み型で地域開放と直売所併設の共同住宅の試
み：東広島市の CCoreプロジェクト等）
付記 本稿は２０１２年９月９日に北海道地域福祉
学会における自由研究報告「共生型まちづく
り拠点としてのコミュニティレストランの可
能性―登別 地域食堂ゆめみ～るを事例とし
て―」をもとに加筆したものである。
調査（２０１２年８月２７～２８日）に際してはNPO
法人ゆめみーるの理事長ほか関係者ならびに
登別市社会福祉協議会のスタッフに協力頂い
たことに厚くお礼申し上げます。
また，本稿は，「障害者雇用を可能とする農
的福祉コミュニティに関する研究」科研費
（基盤Ｃ）２０１１～２０１３の研究成果の一部をな
すものである。
注１ 小規模多機能施設における食を媒介とす
るサポートシステムの試みは，読売新聞２０１１
年７月１９日付けの報道で，高齢者の在宅生活
を地域全体で支える仕組みが紹介されている。
拠点として期待される小規模多機能型の介護
施設や近隣住民との交流に力を入れている事
業所が高松市と川崎市の事例として以下の内
容で報告されている。
「うどん打ち」毎週土曜日の昼，高松市の
小規模多機能型施設「侶（とも）」に近隣の
住民が立ち寄る。施設が提供する「地域食
堂」ではお盆を運ぶ利用者と客との会話が
はずむ。台所では，利用者が協力して盛り
付し，お客と一緒に食卓を囲む。利用者の
ほとんどが認知症であるが，近隣住民との
交流を深めようと，施設が３年ほど前に始
めた。手作りのうどんが中心のメニュー
で，１食２００円。施設の畑で育てた野菜を使
う。調理や配膳，野菜の栽培や収穫など，
地域食堂のために様々な仕事が存在する。
また，朝市を毎週土曜の午前中に開催。施
設で栽培した野菜や近隣の農家に出荷して
もらった野菜や果物を販売。地客である域
の住民は，売り子の認知症の人にも遠慮せ
ず，普通に接する。認知症になると生活の
幅が狭まり，活力を失いがちだが、ここで
は多くの人と普通の交流ができる。
「食事会の事例」川崎市の小規模多機能型
施設「ひつじ雲」は，近所の一軒家を借り
て地域交流スペースとして開放し，近隣住
民を対象にした食事会を月１回行っており，
毎回，１０～１５人が参加し，利用者とスタッ
フを交えて過ごす。お茶会も月２回のペー
スで開かれている。定期的な交流を通じて，
利用者や家族と住民の間に，街中で気軽に
声をかけあえる関係ができる。気にかけて
くれる人が増えれば，利用者や家族の安心
感も増す。交流が広がる中で，近所の銭湯
が定休日に使わせてくれることになったり，
利用者の活動範囲も広がった。
食事会には，地域のお年寄りの状況を把
握する目的もある。「安心して住み続けられ
る地域であるためには，困っている人にす
ぐ支援が届くことが重要。その役割を担う
のが，小規模多機能型施設で，利用者だけ
でなく，地域全体を見ていく必要がある」
とＮＰＯ法人「楽」の柴田理事長は述べる。
それまで付き合いのなかった住民同士にも
交流が生まれ，小規模多機能型施設が，地
域コミュニティ強化の拠点にもなり得るこ
とを示唆している。
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